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おおむね1997年以降に生まれたZ世代は、欧米（とくに英
語圏）ではリベラル・左派的な価値観をもつとされる一方、
日本では比較的保守的とされる。

この発表では、少なくとも経済政策に対する態度について
はこの傾向がある程度実際にみられ、それが歴史的な要因
によるものであることを確認しつつ、世代的アイデンティ
ティ (generational identity) が世代に固有の政治的価値観に
つながってゆくことを示唆する。

要旨
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1. 英語圏の状況
1. Z世代の投票傾向と価値観
2. 「ジェネレーション・レフト」

2. 日本の状況
1. Z世代の投票傾向と価値観
2. 背景と比較

3. アイデンティティ研究の視点から
1. 世代的アイデンティティ (generational identity)
2. このケースでは…
3. 結論

構成
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英語圏の Z 世代の投票傾向
1. 英語圏の状況［ 1. Z世代の投票傾向と価値観｜2. 「ジェネレーション・レフト」］― 2. 日本の状況― 3. アイデンティティ研究の視点から
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米国の Z 世代の政治的価値観
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社会運動に対する Z 世代の態度

(Morning Consult, 2020)
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各国の17～19歳のうち, 自分の力で国や社会を変えられると考える人の割合
(日本財団, 2019)
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「ジェネレーション・レフト」
(Milburn, 2019)

- キア・ミルバーンは、Z世代やミレニアル世代の
政治的価値観を表すために「ジェネレーション・
レフト」という表現を用いた。

- ミルバーンは、この傾向はこの世代が共有してい
る歴史的経験に起因すると述べている。
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「ジェネレーション・レフト」が共有する
歴史的経験

(Milburn, 2019)

- 新自由主義政策によって、世代間の経済格差が拡
大した。

- オキュパイ・ウォール・ストリートや15M運動な
どの社会運動が左派を統合した。

- 選挙において変化があった。すなわちサンダース
やコービンなどの左派政治家が躍進した。
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日本の Z 世代の投票傾向
1. 英語圏の状況― 2. 日本の状況［ 1. Z世代の投票傾向と価値観｜2. 背景と比較］ ― 3.アイデンティティ研究の視点から

(2021年衆院選 / 朝日新聞) (2019年参院選 / 朝日新聞)

(LDP)
(CDP)

(JCP)
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日本の Z 世代の政治的価値観

(共同通信, 2020)

アベノミクスを …

評価する■
評価しない■

- 日本の若い世代は、ほかの世代に比べて、（通説
では経済格差を拡大させたとされる）アベノミク
スを支持する傾向が強い。
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日本の若い世代の
社会運動に対する態度
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Z – ミレニアル世代
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日本の若い世代は
社会の変化に対してより懐疑的である

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

US

UK

Germany

Japan

再掲: 各国の17～19歳のうち, 自分の力で国や社会を変えられると考える人の割合

(日本財団, 2019)

- 日本の若い世代は社会が変化する可能性に対して
より懐疑的で、また安定を重視する傾向にある。
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背景
- 自民党の政策は、経済格差を拡大させたと言われ

てはいるが、就活においていわゆる「売り手市
場」を招いた。

- 日本の Z 世代は、社会運動や社会の変化に対し
て懐疑的である。

- リベラル・左派政党が選挙で敗れている。

Z 世代は自民党の政策に不満をもたず、現状が維持
されることを望む傾向にある。
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英語圏との比較
英語圏 日本

新自由主義政策によって、世代間の
経済格差が拡大した

自民党の政策は、経済格差を拡大さ
せたと言われてはいるが、就活にお
いていわゆる「売り手市場」を招い
た

オキュパイ・ウォール・ストリート
や15M運動などの社会運動が左派を
統合した

日本の Z 世代は、社会運動や社会の
変化に対して懐疑的である

選挙において変化があった。すなわ
ちサンダースやコービンなどの左派
政治家が躍進した

リベラル・左派政党が選挙で敗れて
いる
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世代的アイデンティティ
(Generational Identity, GI)

1. 英語圏の状況― 2. 日本の状況― 3. アイデンティティ研究の視点から［ 1. 世代的アイデンティティ｜2. このケースでは…｜3. 結論］

- アイデンティティ研究は、世代的アイデンティ
ティ (GI) が歴史的な出来事の共有を通じて形成
され、信念などに現れることを示している。

Islam and Haque (2021)
“It has been suggested that a shared historical event would 
affect the values, cognition, and behaviour of the entire 
generation.”
“GI is manifested in people's attitudes, beliefs, behaviour, and 
cognition that remains relatively stable throughout the 
lifespan.”
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“Ascribed” な世代的アイデンティティ

- GI は、その特徴をもっていると他者からみなさ
れた (ascribed) 場合にも発生する。

Kingstone (2021)
“21st-century experience suggests that generations may not 
solely be formed by their own members. Does the ‘identity’ 
emerge from within or without, from self-definition or from 
external labelling? In practice, the two processes can happen 
simultaneously.”
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このケースでは…
- 英語圏の「ジェネレーション・レフト」はこの世

代を左傾化させる歴史的な経験を共有している一
方で、日本の若い世代はそうではない。

- Z 世代や「ジェネレーション・レフト」といった
ことばは他者から与えられたものだが、それは英
語圏でつくられたことばにすぎない。

- 日本の若い世代は、固有の政治的価値観につなが
るような世代的アイデンティティを形成する機会
となる出来事を共有していない。
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結論・今後の研究課題
- 英語圏と日本における「ジェネレーション・レフ

ト」（あるいはその可能性）についてみるなかで、
世代的アイデンティティが歴史的出来事の共有を
通じて形成され、政治的価値観に結びつく具体的
なありさまを提示した。

- Z 世代がリベラルなのか保守的なのかを決定する、
社会文化的な問題に対する態度は、どのように形
成され、世代的アイデンティティと結びついてい
るのだろうか。
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